
国
内
修
学
旅
行
の
実
態
と
ま
と
め
　

高
等
学
校
②
日
本
修
学
旅
行
協
会
　

発
行

「

教
育
旅
行
年
報
」か
ら

全国ほんもの体験フォーラムin高知

来年のフォーラムは南会津
体験ネットワークが総会

受
け
地
や
旅
行
会
社
が
参
加

公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
体
験
型
観
光
は
日
本
創
成
」

重
点
を
置
い
た
活
動



歴
史
や
平
和
の
学
習


面
か
ら
続
く

年度年度年度
位 位 位 沖縄  ．
位 位 位 東京  ．
位 位 位 京都  ．
位 位 位 大阪  ．
位 位 位 千葉  ．
位 位 位 奈良  ．
位 位 位 北海道  ．
位 位 位 長崎  ．
位 位 位 福岡  ．
位 位 位 長野  ．
位 位 位 兵庫  ．
位 位 位 広島  ．
位 位 位 神奈川  ．
位 位 位 熊本  ．
位 位 位 佐賀  ．
位 位 位 鹿児島  ．
位 位 位 滋賀  ．
位 位 位 新潟  ．
位 位 位 山口  ．
位 位 位 岡山  ．

表３　都道府県別旅行先ベスト
（単位：件数、％）

（旅行中、複数回滞在してもカウントはとした）
※滞在時間に関係なく訪問した都道府県をカウントした。

順位 旅行先 件数 構成比

※総件数は，件

今回 前回 前々回 構成比
   遺跡、史跡、文化財、寺社などの見学     ． ．
   平和学習     ． ．
   伝統的町並みや建造物群保存地区の見学     ． ．
   スキー・スケート（スノーボード・スノーシューなど含む）     ． ．
   自然や野外活動体験（無人島体験、洞窟体験など含む）     ． ．
   マリンスポーツ　（ダイビング・シュノーケリングなどを含む）　     ． ．
   職場訪問、職場体験     ． ．
   環境学習体験     ． ．
   博物館などの見学     ． ．
   伝統工芸などものづくり体験     ． ．
   伝統文化、伝統芸能や祭り体験（香道、舞妓、着付け、三味線、ペーロン、エイサーなど含む）     ． ．
   その他のスポーツ（ラフティング、カヌー、熱気球、トレッキング、乗馬など含む）     ． ．
   学校見学（大学、専門学校など）　     ． ．
   宗教体験（座禅、法話、写経など）     ． ．
   産業や産業遺産の見学　     ． ．
   ミュージカル、演劇などの鑑賞     ． ．
   いなか暮らし体験     ． ．
   農業     ． ．
   料理・食品加工体験     ． ．
   美術館などの見学　     ． ．
   歌舞伎、文楽、能楽などの鑑賞　     ． ．
   国際交流　（外国人、留学生との交流）　     ． ．
   漁業　（釣り含む）     ． ．
   販売・商業体験     ． ．
   酪農     ． ．
   コンサート、音楽の鑑賞     ． ．
   ボランティア体験　（具体的内容）　     ． ．
   介護福祉体験     ． ．
   　林業     ． ．

その他　     ． ．
計  ，  ， ．

表２　重点を置いた活動の回答構成比と実施校比率
（単位：件数、％）

　　※その他には「班別自主研修」や「テーマパーク研修」「民泊体験」「震災学習」などが含まれる
　※複数回答可　（ただし三つまで）

順位 活動内容 国立 公立 私立 全体 対実施校
比率
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公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
体
験
型
観
光
は
日
本
創
成
の
切
り
札
と
な
る
」
が
テ
ー
マ

総
会
の
様
子

　
体
験
型
観
光
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
の
事
例
や
課
題

を
議
論
す
る
第

回
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
高
知
」
が
３
月

～


日
の
３
日
間
、
黒
潮
町
の
「
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
」
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
か
れ
た
。受
け
入
れ
地
域
は
、県
の
西
南
部
に
あ
る「
幡
多
」、東
部
の「
安
芸
」、

北
部
の
「
嶺
北
」
、
中
西
部
の
「
高
幡
」
の
各
広
域
エ
リ
ア
。
最
後
の
清
流
と
言
わ

れ
る
「
四
万
十
川
」
で
行
う
カ
ヌ
ー
体
験
や
、
世
界
認
定
の
「
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、民
泊
、農
業
、焼
き
鰹
の
タ
タ
キ
作
り
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
数
多
く
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

「
職
業
体
験
と
生
活
体
験
は
農
山
村
の
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
分
科
会
も

次
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
来
年

月

日
に
福
島
県

・
南
会
津
で
開
催

　
体
験
型
観
光
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
組
織

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
藤
澤
安
良
会

長
）
の
第

回
総
会
が
３
月


日
、
高
知
県
黒
潮
町
の
土

佐
西
南
大
規
模
公
園
に
あ
る

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
。
全
国
か
ら
約


人
が
参
加
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
夏
を
め
ど

に
制
作
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
「
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
学
習
の
手
引
き
」
の
概

要
説
明
に
加
え
、
福
島
県
・

南
会
津
で
の
開
催
が
決
定
し

て
い
る
第

回
・
全
国
ほ
ん

も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概

要
が
発
表
さ
れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
公
開
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

課
題
別
研
究
分
科
会
、
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て
体
験

型
の
修
学
旅
行
を
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
。２
０
１
６
年
度
は
、


月

～

日
の
３
日
間
の

開
催
。

日
に
全
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
、

日
に
課
題
別
研
究

分
科
会
。

、

日
に
体
験

ツ
ア
ー
が
開
か
れ
る
。
メ
イ

ン
会
場
は
、
南
会
津
町
の

「
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー

ル
」
。
約
１
千
人
の
来
場
を

見
込
む
。
課
題
別
研
究
分
科

会
は
、
南
会

津
町
、
檜
枝

岐
村
、
只
見

町
、
下
郷
町

の
４
会
場
で

の
開
催
と
な

る
。

　
主
催
は

「
全
国
ほ
ん

も
の
体
験
フ

ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
福
島
・
南

会
津
実
行
委

員
会
」
と

「
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
」。共
催
が
、全
国

ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
受
け
入
れ
の
窓
口
は
主

に
、
南
会
津
町
の
み
な
み
や

ま
観
光
が
担
う
。「
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
東

日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
の
払
拭
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
激
減
し

た
教
育
旅
行
の
回
復
を
図
り

た
い
」と
み
な
み
や
ま
観
光
。

　
当
日
は
、
次
回
開
催
の
全

国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
総
会
の
概
要
も
報
告
さ

れ
た
。
会
場
は
、
徳
島
県
牟

岐
町
を
予
定
。開
催
日
程
は
、

来
年
３
月
３
～
５
日
の
３
日

間
で
調
整
し
て
い
る
。
受
け

入
れ
は
、
南
阿
波
よ
く
ば
り

体
験
推
進
協
議
会
が
担
う
。

　
総
会
開
催
と
併
せ
て
、
人

材
育
成
講
座
な
ど
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
主
催
は
、
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
高
知

実
行
委
員
会
。
共
催
が
全
国

ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。

日
の
全
体
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
、
県
内
外
か
ら
受
け

地
関
係
者
や
旅
行
会
社
ら
約

９
０
０
人
が
参
加
。
期
間
中

は
、
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加

え
、

日
に
課
題
別
研
究
分

科
会
を
、

、

日
に
体
験

ツ
ア
ー
を
催
し
た
。

　
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
受

け
入
れ
農
家
ら
に
よ
る
事
例

発
表
、
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
藤
澤
安
良

会
長（
体
験
教
育
企
画
社
長
）

に
よ
る
基
調
提
案
、
公
開
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
開
催
。
冒
頭
、
実
行
委

員
会
名
誉
会
長
の
尾
﨑
正
直

高
知
県
知
事
、
実
行
委
員
長

の
中
平
正
宏
四
万
十
市
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

日
の
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

は
、
「
体
験
型
観
光
は
日
本

創
成
の
切
り
札
と
な
る
」
。

体
験
型
観
光
が
教
育
や
地
域

振
興
に
与
え
る
有
効
性
な
ど

を
議
論
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、

「
以
前
は
、
典
型
的
な
通
過

型
の
観
光
地
で
地
元
に
ほ
と

ん
ど
お
金
が
落
ち
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
体
験
型
観
光

の
推
進
に
よ
り
今
で
は
、
滞

在
型
の
観
光
地
に
脱
却
で
き

た
。
十
分
な
経
済
波
及
効
果

が
あ
る
」
（
渡
辺
謙
克
・
田

野
畑
村
政
策
推
進
課
主
任
主

査
）
、
「
高
齢
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
、
受
け
入
れ
を

通
じ
て
若
い
世
代
と
触
れ
合

う
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
い

る
」
（
山
下
與
範
・
ま
つ
う

ら
党
交
流
公
社
副
理
事
長
）、

「
２
０
１
６
年
度
の
体
験
型

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
は
、

約

校
・
１
万
８
０
０
人
を

予
定
。
交
通
、
土
産
、
広
島

市
内
ホ
テ
ル
の
前
後
泊
な

ど
、
他
の
波
及
効
果
を
除
い

た
体
験
料
収
入
は
、
総
額
約

１
億
３
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
」
（
大
巳
和
記
・
広
島

商
業
会
議
所
地
域
振
興
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）
な
ど
と
報
告

さ
れ
た
。

　

日
開
催
の
課
題
別
研
究

分
科
会
は
大
月
町
、黒
潮
町
、

土
佐
清
水
市
、
須
崎
市
、
本

山
町
、
安
芸
市
を
会
場
に
、

「
防
災
学
習
」
「
食
育
」

「
民
泊
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

六
つ
の
テ
ー
マ
別
に
開
い

た
。
６
会
場
合
計
で
、
約
７

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
安
芸
市
で
開
か
れ
た
第
６

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
職

業
体
験
と
生
活
体
験
は
農
山

村
の
活
性
化
」
。
民
泊
の
教

育
効
果
な
ど
に
つ
い
て
も
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
北
き
り
し
ま
田
舎
物
語
推

進
協
議
会
の
冨
満
哲
夫
会
長

は
、
「
以
前
、
学
業
に
意
義

を
見
出
せ
ず
に
い
た
女
子
生

徒
が
、
軽
い
気
持
ち
で
２
泊

３
日
の
農
家
民
泊
に
参
加
し

た
。
そ
の
体
験
が
き
っ
か
け

と
な
り
農
業
の
勉
強
を
し
た

い
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
今

で
は
大
学
の
農
学
部
で
一
生

懸
命
学
ん
で
い
る
」と
報
告
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
藤
澤

会
長
は
、
「
感
動
を
す
る
と

人
は
変
わ
る
。
感
動
す
る
に

は
体
験
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」
な
ど
と
結
ん
だ
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
受
け
入
れ

に
あ
た
っ
た
高
知
県
地
域
観

光
課
の
石
元
浩
之
進
主
幹

は
、
「
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
県
外
か
ら
約
５
０
０
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
教
育
旅

行
受
け
入
れ
の
先
進
地
の
参

加
者
と
の
交
流
も
で
き
、
数

多
く
の
参
考
に
な
る
意
見
も

聞
け
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
教

育
旅
行
受
け
入
れ
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
有
意
義
な
３
日

間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
る
。

　
【
旅
行
内
容
】

　
１
―
重
点
を
置
い
た
活
動

　
重
点
を
置
い
た
活
動
の
件

数
・
構
成
比（
表
２
）で
は
、

前
回
と
比
較
し
て
上
位
６
位

内
の
順
位
は
同
じ
で
あ
る
。

「
歴
史
的
な
観
光
地
の
見

学
」
「
平
和
学
習
」
「
自
然

体
験
」
「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」

が
重
点
を
置
い
た
活
動
の
主

た
る
も
の
と
言
え
る
が
、
回

答
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
各
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
の
も
と
で
重
点
を
置
い

た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
伺
わ
れ
る
。
　

　
か
つ
て
は
主
要
な
活
動
内

容
で
あ
っ
た
「
博
物
館
の
見

学
」
や
「
美
術
館
な
ど
の
見

学
」
は
過
去
（
２
０
０
８
年

度
実
施
分
）
で
は
２
位
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
５
年
間
で
大

き
く
順
位
が
下
が
り
、
そ
れ

に
対
し
て
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
」
や
「
職
場
訪
問
・
職
場

体
験
」
「
環
境
学
習
」
な
ど

が
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
環
境
へ
の
関
心
が
増
し

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
高
等
学
校
の
国
内

修
学
旅
行
で
は
沖
縄
、
北
海

道
が
多
い
の
で
自
然
体
験
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
食
品
作

り
体
験
、も
の
づ
く
り
体
験
、

伝
統
文
化
・
伝
統
芸
能
体
験

な
ど
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
体
験
学
習
に
重
点
が
置

か
れ
て
き
て
い
る
。そ
の
他
、

い
な
か
暮
ら
し
体
験
や
農
業

体
験
は
公
立
校
に
多
く
、
学

校
見
学
（
大
学
・
専
門
学
校

な
ど
）
を
重
点
に
置
く
学
校

も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
重
点
を
置
い
た

活
動
を
大
き
く「
歴
史
学
習
」

関
連
や
「
平
和
学
習
」
関
連

な
ど
に
分
類
し
た
分
類
別
件

数
比
率
（
グ
ラ
フ
２
）
を
見

る
と
、「
歴
史
学
習（
史
跡
、

町
並
み
、寺
社
、産
業
遺
産
、

博
物
館
の
見
学
な
ど
）
」
が

６
５
３
件
（

・
８
％
）
、

「
平
和
学
習
」
が
３
８
２
件

（

・
６
％
）
、
「
ス
ポ
ー

ツ
体
験
（
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー

ト
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ヌ

ー
な
ど
）
」
が
３
２
１
件

（

・
６
％
）
で
、
こ
の
３

分
類
内
容
で
全
体
の

％
近

く
を
占
め
て
い
る
。

　
２
―
旅
行
先
に
つ
い
て

　
カ
ウ
ン
ト
方
法
は
、
滞
在

時
間
に
関
係
な
く
、
例
え
ば

滞
在
が
半
日
で
あ
っ
て
も
、

２
日
で
あ
っ
て
も
、
初
日
と

３
日
目
で
あ
っ
て
も
行
っ
た

旅
行
先
を
「
１
」
と
し
て
い

る
。

　
都
道
府
県
別
旅
行
先
（
表

３
）
を
見
る
と
、
ト
ッ
プ
は

前
回
に
引
き
続
き
沖
縄
県

で
、
２
位
東
京
都
、
３
位
京

都
府
、
そ
し
て
大
阪
府
、
千

葉
県
の
順
で
あ
る
。
沖
縄
県

は
平
和
学
習
や
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
体
験
な
ど
、
東
京
都
は

都
心
部
班
別
行
動
、
京
都
府

は
寺
社
な
ど
の
歴
史
学
習
、

大
阪
府
、
千
葉
県
は
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
人
気
が
大
き
な
要

因
で
あ
ろ
う
か
。
自
然
体
験

素
材
が
豊
富
な
北
海
道
は
前

々
回
５
位
、
前
回
６
位
、
今

回
は
７
位
と
順
位
を
下
げ
て

い
る
。
８
位
以
下
は
前
回
と

大
き
な
順
位
の
変
動
は
な

い
。

　
表
に
は
な
い
が
、
東
北
各

県
を
み
る
と
、
福
島
県
が


位
（
８
件
）
で
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
山
形
県
が

位

（
各
３
件
）と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
東
北
各
県
へ
は
九
州

か
ら
８
件
、
関
東
（
東
京
、

神
奈
川
）
か
ら
３
件
、
近
畿

（
大
阪
）
か
ら
５
件
、
中
国

（
岡
山
）
か
ら
１
件
、
合
計


件
で
あ
る
。
福
島
県
は
前

回
４
件
で
今
回
倍
増
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
震
災
、
風
評

の
影
響
も
残
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。


